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【背景】 

平成 20 年度から開始された特定保健指導

は、個別またはグループの 2種類の支援形態

で行うこととされている。そして、厚生労働

省の「標準的な健診・保健指導に関するプロ

グラム（確定版）」の別冊として示されてい

る「保健指導における学習教材」をはじめ、

支援にあたっては、多くの教材・プログラム

が開発されている。 

当協会では平成 19 年度から管理栄養士と

健康運動指導士が協同して、施設内で行う独

自の健康支援プログラム（生活習慣改善プロ

グラム）などを立ち上げ、グループを対象と

した健康教育を行ってきた。 

そこで、特定保健指導においても、独自の

プログラムを作成し、実施することとした。 

 

【方法】 

動機付け支援初回指導について、グループでの

参加型教育を重視したプログラムを作成した。１

回の支援は120分とした。支援の流れは、1．メ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タボリックシンドロームについての説明や自分

自身の検査値の確認、2．食習慣の把握など目標

設定、3．手軽な運動実践の3つの項目からなっ

ている（図）。6ヶ月後評価は手紙による評価ア

ンケートとし、結果通知をもって終了とした。 

 作成したプログラムを用いて、某事業所動機付

け支援対象者に対して、平成 22 年度（平成 22

年10月～平成23年6月）ならびに平成23年度

（平成23年9月初回指導）の特定保健指導グル

ープ支援を実施した。 

 

【結果】 

 平成22年度は初回支援実施数：男性64名、女

性5名、6ヶ月後評価実施数：男性61 名（脱落

率5.1％）、女性5名（脱落なし）となった。平

成23年度は初回支援実施数：男性49名（女性実

施なし）、現在6ヶ月後評価実施中（平成24年

4月時点）である。 

 平成22年度評価実施者について、49名に体重

減少がみられた。また、支援の満足度評価では「と

ても満足」「満足」が9割以上となった。 

 支援内容および教材を参加型にすることで、

生活習慣病に対する動機付けにつながった

と考えられる。一方、2時間の離席が必要と

なる事から、事業所、健康保険組合担当者と

の連携が欠かせないことが分かった。 

 

【結語】 

 平成23年度の結果評価を行うと同時に、当協

会における特定保健指導品質管理委員会技術分

科会等で内容や教材の検討を行っていきたいと

考えている。 
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図：グループ支援の流れ 

 

 

体重測定・血圧測定値 

生活チェック表と参加同意書の記入 

 

 

★メタボリックシンドロームについて 

・メタボリックシンドロームと予防について 

 ・いまの自分の状態を確認 

 ・腹囲の正しい測り方 

 

★計画・目標設定 

 自分の食習慣を確認 

目標計画シート、カロリーカードなどを用いて目標設定 

 

★手軽な運動実践 

腹筋・ストレッチ など  

家庭でもできる筋力トレーニングやストレッチ方法を体験 

 

★まとめ 

6 ヵ月後について 

 

参加者受付 

教室：4 人一組のグループで実施 

 

 


